
修士論文（要旨） 

２０１０年１月 

 

 

 

 

 

 

 

中国語における日系外来語研究 

 ―中国大陸と台湾のデータに基づいて― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導 佐々木倫子 教授 

 

国際学研究科 

言語教育専攻 

208Ｊ4011 

田 溢昉 

 
 
 
 



  
                    

目     次 

 

 

 

 

第１章 研究の背景と先行研究................................................. 1 

1.1 研究背景............................................................. 1 

1.2 研究目的............................................................. 2 

1.3 先行研究............................................................. 2 

1.3.1 日系外来語の定義.................................................. 3 

1.3.2  日系外来語の分類.................................................. 5 

第２章 中国語における日系外来語の流入史..................................... 8 

2.1 中国大陸における日系外来語の流入史................................... 8 

2.2 台湾における日本語流入の歴史........................................ 10 

2.3 中国大陸と台湾との日本語流入史の異同................................ 12 

2.3.1  共通点........................................................... 12 

2.3.2  相違点及び相違が発生する原因..................................... 12 

第 3 章 日系外来語に関する意識調査........................................... 14 

3.1 調査概要............................................................ 14 

3.2 調査結果............................................................ 16 

3.2.1 語源の判断について............................................... 16 

3.2.2 日系外来語に対する態度........................................... 19 

第４章 中国語における日系外来語による影響.................................. 20 

4.1 新概念の導入........................................................ 20 

4.2 造語成分の活用...................................................... 21 

4.3 日系外来語における使用上の問題...................................... 23 

4.3.1 表記の問題....................................................... 23 

4.3.2 意味理解の問題................................................... 24 

4.3.3 仮名の借用問題................................................... 25 

第５章 中国語における日系外来語の使用実態および今後の発展.................. 27 

5.1 日系外来語の中国語化改造............................................ 27 

5.1.1 字形や発音の改造................................................. 27 

5.1.2  語義の変化....................................................... 28 

5.2 日系外来語の定着度.................................................. 29 

5.2.1 日系外来語の使用頻度............................................. 29 

5.2.2 流入期間と使用頻度との関係....................................... 32 

5.2.3  新語と旧語の並存と競争........................................... 33 

5.3 日系外来語における今後の展開........................................ 34 

第６章 まとめ.............................................................. 36 

6.1 結び................................................................ 36 

6.2 今後の課題.......................................................... 37 

参考文献 

資料 

謝辞



1 

 

要 旨 
 
 
キーワード：日系外来語 
 
 行き来もままならなかった昔から、世界中で起きていることが瞬時に伝わるようになっ

た今に至るまで日中両国の交流は続き、日中両言語の交流も千年以上の歴史を持っている。

その間に日本は中国から漢字や漢語を輸入し、それらは現代日本語のシステムの形成に大

きな影響を及ぼした。両国は漢字や漢語で深く繋がっているのだが、その日中言語交流史

においてあまり知られていないことがある。それは、漢語の輸入国であった日本が、逆に

輸出国でもあり、その輸出先がほかでもない中国だということである。 
 この事実を知れば、次には日系外来語がどうやって中国語に流入したのかや、流入後そ

れらの語彙はどのような形で生き残っているのか、中国語にどういう影響を与えているの

かや、中国語の一部になった日系外来語の未来はどうなるのかなど、たくさんの問題に関

心が向く。 
 本研究では以上のような問題意識の下、日系外来語の中国語への浸透の歴史と現状を見

つめ、中国語における日系外来語の使用実態や、中国語母語話者による日系外来語の捉え

方などについての調査を行った。調査・分析を通じて、中国語における日系外来語の過去・

現在・未来の具体像を描き、日中両国における言語の接触の一側面を探った。 
 
本研究は次の部分から構成されている。 

 
第一章 日系外来語の定義と分類について、学界で起きた論争を紹介し、本稿が採る立場

を明示した。日系外来語の定義については、未だに学界では統一されていない現

状にある。論議の焦点は日系外来語の認定基準にある。本研究では、従来の論説

を整理した上で、日系外来語の借用に際して、「音」と「形」との二つの借用を

日系外来語の認定における必須要素とし、「義」の借用を任意要素と位置づけた。

稿者は日系外来語を「流入した時点で日本語から「音」と「形」の両方、あるい

はどちらかを借用していた語は日系外来語と呼ぶことにする」と定義した。さら

に、その定義に基づき、日系外来語の分類法を提示した。 
 
第二章 中国大陸と台湾における日系外来語の流入の歴史をそれぞれ紹介し、両地域にお

ける日系外来語の吸収の共通点と相違点を分析した。両地域は 19 世紀末と 1980
年代以降の二度の日系外来語流入ブームを経験し、大量の日本語語彙を借用して

いる点で共通している。一方、両地域ともに基本的に中国語を母語としているが、

対日関係、政治制度、方言の違い、マスメディアなどの影響によって、日系外来

語の浸透状況において異なっている部分が見られた。 
 
第三章 上海と台湾で実施したアンケート調査のデータ分析から、中国語母語話者におけ

る日系外来語への意識、そして、日系外来語に対する態度を究明した。調査結果

からは、和製漢語の借用については、調査協力者にそれらを中国語として認識し

ている傾向が見られた。そして、日系外来語の識別の正答率と協力者の日本語レ



第四章 ベルの間に、反比例的関係があることが分かった。また、日系外来語の流入に対

する評価については、協力者の中で意見が分かれ、「さらに導入すべき」と「こ

れ以上増やすべきではない」との二つの考えが示された。 
 
第五章 アンケート調査で得たデータの分析に基づき、日系外来語による中国語への影響

を分析した。まず、日系外来語の流入が中国語の語彙システムを充実させたこと

が上げられる。次に、大量の日系外来語の使用によって、表記の混乱、意味理解

の困難などの問題が発生していることも判明し、プラスの影響とマイナスの影響

が同時に起こっていることが分かった。 
 
第六章 中国語における日系外来語の使用実態を調査した上で、日系外来語の今後の展開

を予測した。中国語における日系外来語の使用実態は語彙の使用頻度、流入期間、

代替語の有無などの要素に影響を受けていることが分かった。そして、日系外来

語は単に借用されているだけではなく、中国語化という改造により、語義の増加

や減少、または新語づくりなどの現象を起こしているのが見られた。 
さらに、日系外来語における今後の展開は、語彙それぞれの生存実態に影響され、

一部の語彙が中国語の常用語になっていくのに対し、一部の語彙は廃語になる可

能性があることが推測された。 
 

第七章 本研究で述べてきたことをまとめ、今後の課題を提示した。 
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